
省

令

告

示

平成™š年˜™月˜ 日 月曜日 第œ�—š号官 報

〇
内
閣
府
告
示
第
三
百
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二

十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十

五
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
二
号
を
も
っ
て
公
示
し
た

地
域
再
生
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関
を
平
成
二
十
三
年

十
一
月
二
十
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
山
口
銀
行

二

住
所

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町
四
丁
目
二
番
三
十
六

号
〇
内
閣
府
告
示
第
三
百
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二

十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十

五
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
二
号
を
も
っ
て
公
示
し
た

地
域
再
生
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関
を
平
成
二
十
三
年

十
一
月
二
十
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
西
京
銀
行

二

住
所

山
口
県
周
南
市
平
和
通
一
丁
目
十
番
の
二

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
八
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

住
所
東
京
都
東
久
留
米
市
小
山
２
丁
目
1
3番

3
2号

蔡
依
辰
昭
和
5
1年

1
1月

1
4日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
旭
町
３
丁
目
８
番
1
2号

許
雪
£
昭
和
5
7年
１
月
2
9日
生

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
〇
六
一

二
三
、
一
二
、

二

森
永

良
平

四
〇
六
二

二
三
、
一
二
、

二

野
川

悟
志

四
〇
六
三

二
三
、
一
二
、

二

奥
倉

衛
治

四
〇
六
四

二
三
、
一
二
、

二

柿
本

謙
二

四
〇
六
五

二
三
、
一
二
、

二

棚
橋

敏
行

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
七
号

東
京
都
大
田
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

東
京
都
大
田
区
仲
蒲
田
一
丁
目
十
七
番
地
五

磯
江

英
壽

（
調
整
）

第
八
条
の
二

認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
者
が
、
同

一
の
事
由
に
よ
り
、
国
か
ら
次
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す

る
費
用
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
を
受
け
た
場
合
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ

て
は
、
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
も

の
と
す
る
。

一

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令

第
三
号
）
第
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
介
護
労
働
講

習
二

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
事
業

三

そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
業

第
九
条
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」に
、

「
認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
及
び
認
定
職
業
訓
練

実
施
付
加
奨
励
金
」
を
「
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
」

に
、「
、
又
は
過
去
に
」
を
「
、
過
去
に
」
に
、「
認
定
職
業

訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
又
は
」
を
「
認
定
職
業
訓
練
実
施

基
本
奨
励
金
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
受
け
よ
う
と
し
た
」

の
下
に
「
、
又
は
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の

行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
二
に

規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四

章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、

若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
終
了
し
た
日
の
」
を
「
終
了
し

た
日
（
同
日
前
に
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
認
定

職
業
訓
練
等
の
受
講
を
取
り
や
め
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当

該
認
定
職
業
訓
練
等
の
受
講
を
取
り
や
め
た
日
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
」
に
改
め
、「（
同
日
前
に
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
受
講
を

取
り
や
め
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の

受
講
を
取
り
や
め
た
日
）」を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
、
認
定
職
業
訓
練
」
を

「
、
当
該
認
定
職
業
訓
練
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
次
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」

に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五

年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「（
公
共
職

業
安
定
所
長
」
を「（
こ
れ
ら
の
連
続
し
た
受
講
に
つ
い
て

公
共
職
業
安
定
所
長
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
の
特
例
）

第
三
条
の
三

第
二
条
第
一
号
ロ
（
\
の
規
定
に
限
る
。）

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練

に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練
の
一

単
位
を
認
定
職
業
訓
練
（
同
号
ロ
に
規
定
す
る
申
請
職

業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
を
い

う
。）の
〇
・
五
単
位
と
み
な
し
て
、
同
号
ロ
（
\
か
ら

^
ま
で
の
規
定
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
ロ
中
「
申
請
職
業
訓
練
を
行

お
う
と
す
る
者
が
過
去
に
」
と
あ
る
の
は
「
岩
手
県
、

宮
城
県
若
し
く
は
福
島
県（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
特

定
県
」
と
い
う
。）に
所
在
す
る
施
設
に
お
い
て
申
請
職

業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
過
去
に
当
該
特
定
県
に

お
い
て
又
は
特
定
県
以
外
の
都
道
府
県
に
所
在
す
る
施

設
に
お
い
て
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
過

去
に
当
該
特
定
県
以
外
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、」と
、

同
号
ロ
]
中
「
後
に
初
め
て
」
と
あ
る
の
は
「
後
に
」

と
す
る
。

２

前
項
の
「
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練
」
と
は
、
岩

手
県
、
宮
城
県
又
は
福
島
県
に
所
在
す
る
施
設
に
お
い

て
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
さ
れ
る
認
定
職
業
訓
練
を

い
う
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練
以

外
の
認
定
職
業
訓
練
の
実
績
が
第
二
条
第
一
号
ロ
（
\

又
は
^
の
規
定
に
限
る
。）に
該
当
し
な
い
者
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
職
業
訓
練
で
あ
っ
て
法
第
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施

等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
八
条
の
二
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
平
成

二
十
四
年
一
月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓

練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職

の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認

定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
認
定
職
業

訓
練
実
施
奨
励
金
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定

求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七

条
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開

始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
実
施

奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
三
百
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二

十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十

五
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
二
号
を
も
っ
て
公
示
し
た

地
域
再
生
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関
を
平
成
二
十
三
年

十
一
月
二
十
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
広
島
銀
行

二

住
所

広
島
県
広
島
市
中
区
紙
屋
町
一
丁
目
三
番
八

号

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
八
号

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）

第
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の

支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支

援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働

省
令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
ロ
^
中「
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
」

を
「
当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
」
に
改
め
、
同
号

ロ
_
中
「
、
認
定
職
業
訓
練
」
を
「
、
当
該
認
定
職
業
訓

練
」
に
改
め
、
同
号
リ
_
中
「
受
け
（
^
に
規
定
す
る
理

由
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
「
受
け
た
者
（
^
の
認
定

の
取
消
し
を
受
け
た
者
を
除
く
。）で
」
に
改
め
、
同
号
リ

a
中
「
こ
の
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」」を
「
こ
の
a
に

お
い
て
「
暴
力
団
員
」」に
改
め
、
同
号
リ
Ĝ
中
「
Ĝ
」
を

「
こ
の
Ĝ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
ホ
中
「
職
業
訓
練

を
受
講
す
る
者
」
を
「
当
該
実
習
を
受
け
る
特
定
求
職
者

等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
中
「
修
了
者
等
」
を
「
修

了
者
の
数
、
就
職
理
由
退
校
者
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
四
項
第
二
号
イ
中
「
一
の
期
間
」
を
「
当
該

区
分
に
よ
る
一
の
期
間
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

™


		2011-12-18T14:40:07+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




